
波
・
メ
ー
ル
通
信
句
会 

 
 

 

第
８
１
回 

 

令
和
八
年
一
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富
山
ゆ
た
か 

 
主
宰
特
選
三
句 

 

今
日
だ
け
は
特
別
な
鳥
初
雀 

 
 
 
 
 

岡
坂
ゆ
う
子 

 

毎
朝
、
庭
に
来
る
雀
た
ち
。
見
慣
れ
た
雀
で
は
あ
る

が
、
可
愛
い
も
の
。
新
年
初
の
雀
と
見
れ
ば
、
特
別
な
語

が
つ
く
の
も
尤
も
な
事
で
あ
る
。 

 

有
明
の
月
強
張
り
て
寒
の
入
り 

 
 
 
 

中
出 

隆
義 

 

見
方
に
よ
っ
て
は
や
ゝ
当
り
前
と
も
言
え
る
が
、
中
七

の
措
辞
「
強
張
り
て
」
が
寒
の
入
り
に
う
ま
く
呼
応
し

た
。 

 

裸
木
や
本
音
で
生
き
る
潔
さ 

 
 
 
 
 

岡
坂
ゆ
う
子 

 

人
前
で
は
つ
く
ろ
う
こ
と
も
あ
る
人
間
。
全
て
の
葉
を

落
と
し
切
っ
た
潔
さ
に
敬
意
を
表
さ
れ
た
作
者
が
み
え
て

く
る
。 

 

主
宰
入
選
五
句 

鶏
鳴
の
空
の
明
る
く
初
詣 

 
 
 
 
 
 

大
平 

政
弘 

と
り
ど
り
の
鳥
で
華
や
ぐ
枯
大
樹 

 
 
 

風
野 

で
ら 

寄
り
添
ふ
が
一
の
癒
し
や
虎
落
笛 

 
 
 

鎌
田
紀
三
男 

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
は
空
の
ラ
ウ
ン
ジ
冬
う
ら
ら 

風
野 

で
ら 

帆
を
上
げ
し
鹿
児
島
二
人
初
句
会 

 
 
 

関
美 

 

晴 

 

作
者
一
句
（
互
選
・
得
点
順
） 

 

乾
鮭
の
あ
ぎ
と
に
残
る
気
概
か
な 

 
 
 

山
田
せ
つ
子 

病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
室
に
初
日
さ
す 

 
 
 

菅
谷 
 

睦 

碧
落
に
天
馬
の
駈
く
る
年
始
状 

 
 
 
 

飯
野 

深
草 

面
取
り
て
碧
き
双
眼
里
神
楽 

 
 
 
 
 

伊
藤
真
理
子 

寒
雷
か
歪
む
平
和
の
地
響
き
か 

 
 
 
 

帆
川 

 

透 

寒
月
の
肌
に
触
れ
く
る
家
路
か
な 

 
 
 

大
谷
み
ど
り 

い
た
ず
ら
を
黙
考
中
の
寒
鴉 

 
 
 
 
 

山
下 

遊
児 

願
か
け
に
出
雲
大
社
へ
雪
女
郎 

 
 
 
 

宮
川 

敏
江 

軒
合
ひ
を
割
つ
て
朝
の
日
寒
す
ず
め 

 
 

稲
吉 

 

豊 

霜
柱
き
の
う
の
憂
さ
を
押
し
上
げ
る 

 
 

霧
野
萬
地
郎 

ひ
と
と
せ
を
閉
ざ
せ
る
雨
戸
石
蕗
の
花 

 

亀
倉
美
知
子 

淑
気
満
つ
表
参
道
松
並
木 

 
 
 
 
 
 

田
中 

順
子 

八
回
目
年
女
か
と
泣
き
笑
い 

 
 
 
 
 

粋 

狂 

子 

手
土
産
の
カ
ス
テ
ラ
開
く
女
正
月 

 
 
 

山
崎 

美
紀 

カ
ザ
ル
ス
の
チ
ェ
ロ
の
幽
け
し
冬
の
星 

 

富
山
ゆ
た
か 

初
詣
虚
子
の
谷
倉
と
立
子
墓
碑 

 
 
 
 

廣
田 

洋
々 

初
夢
に
こ
こ
ろ
湧
き
立
つ
旅
日
記 

 
 
 

山
田 

節
子 

霜
柱
踏
み
締
め
向
か
ふ
コ
ン
ポ
ス
ト 

 
 

坂
本 

弘
道 

 

会
員
選
評
よ
り 

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
は
空
の
ラ
ウ
ン
ジ
冬
う
ら
ら 

風
野 

で
ら 

木
の
上
に
作
ら
れ
た
ホ
テ
ル
で
す
ね
。
こ
ん
な
体
験
を

し
た
い
一
句
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
霧
野
萬
地
郎
） 

 

帆
を
上
げ
し
鹿
児
島
二
人
初
句
会 

 
 
 

関
美 

 
晴 

鹿
児
島
の
お
ふ
た
り
の
今
年
初
め
て
の
句
会
。「
帆
を
上

げ
し
」
に
め
で
た
さ
と
、
さ
あ
頑
張
り
ま
し
ょ
う
の
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
山
田
せ
つ
子
） 

 乾
鮭
の
あ
ぎ
と
に
残
る
気
概
か
な 

 
 
 

山
田
せ
つ
子 

 

教
科
書
に
あ
る
明
治
の
洋
画
家
高
橋
某
の
絵
画
を
想
起

し
た
。
力
強
さ
に
打
た
れ
る
。 

 
 
 
 

（
稲
吉
豊
） 

 

病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
室
に
初
日
さ
す 

 
 
 

菅
谷 

 

睦 

元
旦
の
静
ま
り
返
っ
た
病
院
は
何
と
な
く
寂
し
く
感
じ

ま
す
が
、
リ
ハ
ビ
リ
室
に
さ
す
初
日
か
ら
は
、
明
る
い
今
年

の
希
望
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
心
に
響
き
ま
し
た
。 

（
田
中
順
子
） 

 

碧
落
に
天
馬
の
駈
く
る
年
始
状 

 
 
 
 

飯
野 

深
草 

 

「
天
馬
空
を
行
く
」
の
諺
の
よ
う
に
、
天
馬
が
大
空
を
自

在
に
駆
け
て
い
る
年
賀
状
が
届
い
た
の
だ
。
こ
の
天
馬
に

乗
っ
て
い
る
詩
神
の
ミ
ュ
ー
ズ
を
想
像
。（
富
山
ゆ
た
か
） 

 

面
取
り
て
碧
き
双
眼
里
神
楽 

 
 
 
 
 

伊
藤
真
理
子 

里
神
楽
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
コ
ラ
ボ
が
絶
妙
で

あ
り
、
な
ん
と
な
く
ま
っ
た
り
と
し
た
光
景
が
目
に
浮
か

ぶ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
粋
狂
子
） 

 

寒
雷
か
歪
む
平
和
の
地
響
き
か 

 
 
 
 

帆
川 

 

透 

自
然 

（
寒
雷 

）
が
人
為
（
平
和
を
歪
ま
せ
る
人
間
）
を

諫
め
て
い
る
と
も
読
み
と
れ
ま
す
。 

 
 

（
飯
野
深
草
） 
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